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［特集］ 
大切に使いました－平成18年度一般会計決算－ 
思い、言葉に込めて－第15回青少年の主張大会－ 

［特集］ 
大切に使いました－平成18年度一般会計決算－ 
思い、言葉に込めて－第15回青少年の主張大会－ 

遊びに勉強、学童保育はなんでも楽しい！
平成18年度一般会計の決算が認定されました。

主な事業の１つとして、内浦学童保育所の整備
が挙げられます。真新しい保育所内では、子ど
もたちが毎日元気に過ごしています。
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その他 
 2億2,082万円 
（2.8％） 

使用料・手数料 
 2億316万円 
（2.6％） 繰越金 

 2億6,793万円 
（3.4％） 

繰入金 
 4億1,000万円 
（5.2％） 

国・県支出金 
8億2,225万円 
（10.5％） 地方交付税  

20億5,799万円 
（26.2％） 

各種交付金 
4億4,396万円 
（5.7％） 

地方譲与税  
3億3,027万円 
（4.2％） 

地方税 
 26億1,180万円 
（33.2％） 

町債 
 4億8,530万円 
（6.2％） 

【収入】 

大
切
に
、
大
切
に
使
い
ま
し
た

平
成
十
八
年
度

決

算

三
位
一
体
の
改
革
で
地
方
交
付
税
が
大
幅
減
額
。

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
財
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
七
十
八
億
五
千
三
百
四
十
八
万
円
、
歳
出
は
七
十
四
億
七
千
七
百
三
十
三
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
差
し
引
き
三
億
七
千
六
百
十
五
万
円
で
す
が
、
こ
の
中
に
は
、
平
成
十
八
年
度
に
完
了
し
な
か
っ
た
事
業
で
次
年
度

に
繰
り
越
し
た
財
源
二
千
二
百
万
円
と
、
前
年
度
繰
越
金
が
二
億
六
千
七
百
九
十
三
万
円
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
を

除
く
と
単
年
度
収
支
は
八
千
六
百
二
十
二
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す

る
た
め
に
財
政
調
整
基
金
を
四
億
千
万
円
取
り
崩
し
て
い
る
た
め
、
財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地方税
前年度比△2,474万円、△0.9％
個人町民税は各種制度を改正し増
収。固定資産税は土地・家屋の評価
額、家屋の新・増築件数が前年度を
下回り減少。たばこ税は税率改正が
あったものの売上本数が減少したた
め微増。
地方譲与税
前年度比＋9,095万円、＋38％
国から地方に本格的な税源移譲を
行うまでの暫定措置として所得譲与
税が増加。
地方交付税
前年度比△1億7,973万円、△
8.0％
国の交付税改革で年々減少。

町債
前年度比＋1,670万円、＋3.6％
前年度からの継続事業である街路
整備事業や単年度事業である海老津
駅周辺整備、内浦学童保育所整備事
業などに対し、町債を発行。
国・県支出金
前年度比△677万円、△0.8％
私立保育所の認可化、災害復旧な
どに対する収入が増えたものの、平
成17年度までに事業が完了したも
のがあるため全体では減額。
繰入金
前年度比＋3億8,000万円、＋
1266.7％
地方税の減収や地方交付税の大幅
な削減を基金の取崩しで対応。

※数値は地方財政状況調査の数値を使用しているため、
決算書の数値と若干異なる場合があります

一般会計

収入　78億5,348万円

平
成
十
八
年
度
の
成
果

第
４
次
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
や
行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
行
に
移
し
た
初
年

度
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
計
画
に

掲
げ
た
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

歳
入
は
、
財
政
の
基
盤
を
強

め
る
た
め
に
、
町
税
収
納
体
制

を
強
化
し
、
口
座
振
替
加
入
促

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ネ
ッ
ト
公

売
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、

国
の
三
位
一
体
改
革
の
影
響
は

大
き
く
、
岡
垣
町
も
大
幅
な
地

方
交
付
税
の
削
減
な
ど
主
要
な

一
般
財
源(

地
方
税
、
地
方
交
付

税
、
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど)

が

減
少
し
た
た
め
、
そ
の
不
足
額

を
補
う
た
め
、
多
額
の
基
金(

貯

金)

を
取
り
崩
す
結
果
と
な
り
ま

し
た
。



3

投資的経費 
8億1,553万円 
（10.9％） 

繰出金 
8億8,840万円 
（11.9％） 

投資及び出資金・貸付金  
3,184万円 
（0.4％） 

積立金 
5,140万円 
（0.7％） 

公債費 
5億3,993万円 
（7.2％） 

補助費など 
16億901万円 
（21.5％） 

扶助費 
7億1,171万円 
（9.5％） 

物件費 
12億8,817万円 
（17.3％） 

人件費 
14億9,373万円 
（20.0％） 

維持補修費 
4,761万円 
（0.6％） 

【支出】 
（性質別） 

乳
幼
児
医
療
の
対
象
年
齢
を
拡
大
。

サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
や
協
働
に
向
け
た
基
礎
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

一般会計

74億7,733万円　支出

一
方
歳
出
で
は
、
少
子
化
対

策
の
更
な
る
充
実
を
求
め
て
、

乳
幼
児
医
療
の
対
象
年
齢
の
拡

大
や
、
私
立
保
育
所
の
認
可
開

設
、
内
浦
学
童
保
育
所
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

協
働
力
を
強
化
す
る
取
り
組
み

と
し
て
、
山
田
小
学
校
区
を
モ

デ
ル
地
区
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
推
進
や
、
お
か
が

き
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
制
度
の
構
築

な
ど
住
民
と
の
協
働
に
向
け
た

基
礎
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い

の
創
出
に
向
け
た
海
老
津
駅
周

辺
整
備
事
業
や
平
成
十
四
年
度

か
ら
行
っ
て
き
た
街
路(

海
老

津
・
源
十
郎
線)

整
備
事
業
が
完

了
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
効
率
的
で

利
用
し
や
す
い
公
共
施
設
を
目

指
し
て
、
役
場
庁
舎
開
庁
時
間

や
公
共
施
設
の
利
用
時
間
を
延

長
し
、
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
な

ど
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
ま
し
た
。
ま
た
、
窓
口
サ
ー

ビ
ス
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
図

る
た
め
に
庁
舎
を
改
修
す
る
な

ど
、
だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い

環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。

人件費〔職員・議員の給与、委員報酬、共済組合負担金など)
前年度比△4,786万円、△3.1％
国の人事院勧告に伴った給与制度、町の行財政構造改

革に基づいて各種手当を見直した結果、減少。
扶助費〔高齢者・障害者等に対する手当、医療など〕
前年度比＋5,146万円、＋7.8％
乳幼児医療費の対象年齢引き上げや国の制度改正に伴

う児童手当の拡充、私立保育所を認可した経費が大幅に
増加。
公債費〔町債(借金)の返済〕
前年度比△3,512万円(△6.1％)
交付税の振替措置である臨時財政対策債や、中学校給

食施設建設の償還が始まったが、いこいの里建設などの
償還が終了したため全体では減額。
物件費〔公共施設の委託料、消耗品費、光熱水費など〕
前年度比＋1億4,825万円(＋13.0％)
岡垣サンリーアイ・いこいの里などの公共施設の管理

運営を見直し、指定管理者制度を導入。これまでの補助
金相当分(約1億3,000万円程度)を施設管理運営委託料に

移しため大幅な増額、実質的には前年度並みの水準を維
持。
補助費など〔各団体などに対する補助金・負担金など〕
前年度比△2億1,280万円(△11.7％)
ごみやし尿を処理する広域組合への負担金が減少した

ことや、指定管理者制度を導入したことで補助金相当額
を物件費に移したため大幅な減額。
投資的経費〔道路や施設の建設、失業対策、災害復旧な
どの事業費〕
前年度比＋1億4,233 万円(21.1％)の増
海老津・源十郎線街路整備事業、海老津駅周辺整備事

業や中央公民館等機械室アスベスト除去事業、ごみ中継
基地建設に伴う周辺対策事業を実施したため増加。
繰出金〔会計相互間での、経費負担区分の原則に基づき
支出されるもの〕
前年度比＋9,018万円(＋11.3％)
国民健康保険事業、老人保健事業、介護保険事業に対

する繰出金は医療・介護費用の影響を受け増加。

岡垣町の財政状況

財政状況を分析するための指
標を使って岡垣町と近隣町を比
較してみました。中心に近いほ
ど財政状況は悪いといえます。
岡垣町は、郡内平均と比較す
ると、良好であると言えます。

①財政力指数
財政力を示す値。「１」に近いほ

ど豊かであるといわれています。
②経常収支比率
財政のゆとりを示す値。低い

ほど財政にゆとりがあり、さま
ざまな状況に柔軟に対応できま
す。
③公債費負担比率
一般財源総額に対し、公債費

に充てた一般財源額の占める割
合。一般的には15％が警戒ライ
ン、20％を超えると危険といわ
れています。
④実質公債費比率
毎年度経常的に収入される財

源のうち、公債費や公営企業に
対する繰出金などの公債費に準
ずるものを含めた実質的な公債
費相当額の割合示す値。一定の
数値を超えると、地方債発行時
に許可が必要となります。

①財政力指数 
　（3カ年平均） 

①財政力 
指数 
（3カ年平均） 

②経常 
収支比率 

③公債費 
負担比率 

④実質公 
債費比率 
（3カ年平均） 

②
経
常
収
支
比
率 

④
実
質
公
債
費
比
率
 

　（
3
カ
年
平
均
） 

③公債費負担比率 
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財政指数表 

岡垣町 

遠賀町 

芦屋町 

水巻町 

郡内平均 

0.56 

0.64 

0.41 

0.52 

0.53

89.9 
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平成18年度決算
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平成18年度に取り組んだ主な事業

JR鹿児島本線 国道3号線 

岡垣町全図 

県道原・海老津線 

貯
金
と
借
金
の
状
況岡垣町 郡内平均 

H14
岡垣町 郡内平均 
H15

岡垣町 郡内平均 
H16

岡垣町 郡内平均 
H17

岡垣町 郡内平均 
H18

その他の特定目的基金 

合　計 

減債基金 

財政調整基金 2,401 

510 

2,847 

5,758 

1,430 

644 

4,002 

6,076

2,451 

510 

2,749 

5,710

1,475 

532 

3,826 

5,833

2,451 

510 

2,600 

5,561

1,392 

439 

3,523 

5,354

2,421 

510 

2,603 

5,534

1,304 

417 

3,119 

4,840

2,013 

510 

2,652 

5,175

1,230 

402 

2,842 

4,474

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000
貯金の状況 （単位：百万円） 

▲遠賀・中間リレーセンター。遠賀郡内・中間市のごみを集
め、処理施設に運ぶ中継施設として整備されました。

▲コミュニティー活動支援事業。山田校
区をモデル地区に指定し、運営協議会
の設立や地域づくり計画策定を支援し
ました。

▲海老津駅周辺整備事業。矢矧川プロム
ナードを整備し、駅と中心市街地への
回遊性を高めました。

▲消防ポンプ自動車更新事業。生命と財産を火
災などの災害から守るため、第５分団の消防
ポンプ自動車を買い替えました。

総
合
窓
口
設
置
工
事
。
窓
口
サ
ー

ビ
ス
の
中
心
と
な
る
住
民
課
と
こ

ど
も
未
来
課
を
本
館
１
階
に
配
置

し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を

推
進
し
ま
し
た
。

▲

波
津
海
水
浴
場
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事

業
。
町
内
外
に
波
津
海
水
浴
場
を
は

じ
め
と
す
る
西
部
地
域
の
観
光
資
源

を
P
R
し
ま
し
た
。

▲

貯
金
　
五
十
一
億
七
千
五
百
万
円

町
の
貯
金
で
あ
る
基
金
は
、
将
来

に
備
え
た
り
、
特
定
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
積
み
立
て
る
資
金
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

基
金
の
残
高
は
年
々
減
少
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
国
の
三
位
一
体
改

革
で
地
方
交
付
税
な
ど
が
大
幅
に
削

減
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
基
金
を
取
り

崩
し
て
事
業
を
行
っ
た
た
め
で
す
。

町
で
は
、
可
能
な
限
り
基
金
を
取
り

崩
さ
な
い
よ
う
、
事
務
事
業
を
見
直

し
た
り
徹
底
し
て
経
費
を
削
減
す
る

な
ど
し
て
、
歳
入
を
増
や
す
た
め
の

税
収
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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その他の主な事業
（ ）内は事業費、単位：万円

町の最も重要な計画｢第４次総合計画後期基本計画｣にある、｢目指
すべき将来像｣別に掲載しています。

電動式生ごみ処理機購入費補助事業(123)、一斉清掃補助金交付事業
(141)、小型浄化槽設置整備事業費補助事業(754)、児童自然体験学
習事業(76)、岡垣版環境ISO事業(31)、都市公園改修・維持補修事
業(700)、河川改良維持補修事業(290)

情報プラザ維持管理事業(3,407)、県営ため池整備事業(1,606)、用
排水路維持補修事業(2,885)、水稲種子補助事業(250)、競争力ある
土地利用型農業育成事業(821)、特産品(いも焼酎)開発事業(66)、観
光施設維持管理事業(572)、中小企業対策事業(3,189)

コミュニティバス運行事業(4,287)、敬老事業(2,877)、介護予防サ
ービス事業(2,674)、自立支援サービス事業(3,001)、地域生活支援
事業(846)、児童手当給付事業(17,726)、保育所運営事業(13,210)、
こども未来館運営事業(1,284)、成人保健(基本健康診査等)事業
(3,799)、マンモグラフィー検診事業(345)、特定地域開発就労事業
(9,461)、町道改良事業(5,250)、排水路改良事業(7,796)、三吉団
地防水等改修事業(735)

男女共同参画推進事業(102)、草の根交流(国際交流)事業(886)、学
童保育所運営事業(2,311)、まつり岡垣補助金交付事業(600)、小・
中学校校舎修繕等整備事業(2,141)、小・中学校給食委託事業
(4,582)、小・中学校コンピュータ整備事業(733)、学校施設、公民
館アスベスト関連改修工事(1,125)、成人式事業(100)、自治公民館
活動補助金交付事業(349)、友田遺跡群発掘調査事業(419)

まちづくりアンケート調査(100)、職員研修事業(445)、コミュニテ
ィー活動支援事業(321)、税収確保対策事業(11)

自然に想いを　～緑を育み水を守るまち～

地域に輝きを　～資源を生かし活力を創造するまち～

暮らしに安心を　～健やかで快適に暮らせるまち～

人に元気を　～心が通う交流と文化のまち～

住民と行政の協働によるまちづくりの推進

借
金
　
五
十
三
億
九
千
四
百
万
円

町
の
借
金
で
あ
る
町
債
は
、
学
校

や
道
路
な
ど
施
設
整
備
に
多
額
の
費

用
が
必
要
な
と
き
に
借
り
入
れ
、
そ

の
後
元
金
と
利
子
を
返
済
し
て
い
く

も
の
で
す
。
町
債
は
、
施
設
を
整
備

す
る
と
き
な
ど
に
集
中
す
る
負
担
を
、

将
来
利
用
す
る
み
な
さ
ん
に
も
負
担

し
て
も
ら
う
と
い
う「
世
代
間
の
公
平

性
」を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の

で
す
。
町
債
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
地
方
交
付
税
の
財
源

不
足
を
補
う
た
め
に
臨
時
財
政
対
策

債
を
発
行
し
て
い
る
も
の
で
、
建
設

事
業
な
ど
に
対
す
る
借
金
の
金
額
は

減
少
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
へ

平成18年度決算

H14 H15 H16 H17 H18

岡垣町 

遠賀郡内平均 

4,501 

5,133

5,076 

5,758

5,389 

5,797

5,367 

5,841

5,394 

5,934

0

2,000

4,000

6,000

8,000

借金の状況 
（単位：百万円） 

乳
幼
児
外
来
医
療
費
の
助
成
対
象
年
齢
を
５
歳
未
満
ま
で
拡

大
。
ま
た
、
３
歳
か
ら
５
歳
未
満
の
初
診
・
往
診
料
を
無
料

に
し
ま
し
た
。

▲

街
路(

海
老
津
・
源
十
郎
線)

整
備
事
業
。
県
道
岡
垣
宗
像
線
か
ら
国
道
３

号
岡
垣
バ
イ
パ
ス
に
繋
が
る
道
路
を
整
備
し
ま
し
た
。

▲
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物
が
芽
吹
く
と
い
う
意
味
の「
萌
」

に「
望
」と
い
う
字
。
私
の
名
前

は
こ
の
二
文
字
で「
も
も
」と
読
み
ま
す
。

私
の
記
憶
す
る
限
り
、
こ
の
名
前
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
こ
と
は
、
少
な
か
っ

た
気
が
し
ま
す
。
新
年
度
、
新
し
い
先

生
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
は
、
う
ん
ざ
り

す
る
ほ
ど
名
前
の
読
み
方
を
尋
ね
ら

れ
、
変
な
あ
だ
名
を
付
け
ら
れ
る
の
は

よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。

小
学
校
の
校
長
先
生
に
も
名
前
を
間

違
わ
れ
、
周
り
の
人
に
笑
わ
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
私
は
な
ぜ

あ
の
漢
字
で
こ
の
よ
う
に
読
む
名
前
に

し
た
の
か
、
自
分
の
名
前
に
対
す
る
不

満
を
ず
っ
と
抱
え
て
き
ま
し
た
。

私
の
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
で
す

が
、
先
に
呼
び
方
を
決
め
、
後
に
漢
字

を
あ
て
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
呼

び
方
は
、
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ
の

「
モ
モ
」と
い
う
小
説
の
主
人
公
の
名
前

で
す
。
大
人
さ
え
も
モ
モ
に
話
を
す
る

と
心
が
和
み
ま
す
。
そ
ん
な
モ
モ
の
よ

う
に
優
し
い
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
漢
字
の
方
は
、

私
か
ら
希
望
が
萌
え
出
ず
る
よ
う
に
、

と
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

こ
の
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、
私
は
名

前
負
け
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
な

ぜ
な
ら
私
の
周
り
に
希
望
が
満
ち
溢
れ

て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
上
、
私
は

特
別
優
し
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
し

て
何
よ
り
、
私
は
モ
モ
の
よ
う
に
相
手

の
話
を
黙
っ
て
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
で
す
。

で
す
が
、
今
は
も
う
名
前
負
け
な
ど

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
名
前
の
由
来
、

す
な
わ
ち
高
い
理
想
を
本
当
に
人
生
の

目
標
に
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
方
を
変
え

た
か
ら
で
す
。
以
前
ま
で
は
自
分
の
名

前
が
嫌
で
嫌
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
考
え
方
を
改
め
て
か
ら
は
、
学

校
の
教
科
書
や
テ
ス
ト
に
一
画
一
画
大

切
に
名
前
を
書
い
て
い
ま
す
。
少
し
だ

け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
名
前

を
好
き
に
な
れ
ま
し
た
。

私
は
名
前
と
い
う
も
の
を
、
生
ま
れ

て
か
ら
最
初
に
親
か
ら
も
ら
う
こ
と
の

で
き
る
、
人
生
最
大
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

私
も
今
で
は
こ
の
名
前
を
付
け
て
く

れ
た
両
親
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
き
っ

と
世
界
中
の
ど
ん
な
場
所
を
探
し
て

も
、
書
き
方
か
ら
由
来
ま
で
私
と
す
べ

て
同
じ
名
前
だ
と
い
う
人
は
い
な
い
は

ず
で
す
。
私
の
名
前
は
、
私
だ
け
に
与

え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

い
つ
か
私
が
死
ぬ
そ
の
と
き
ま
で
、

こ
の
私
だ
け
の
名
前
を
誇
り
に
思
い
、

世
界
に
一
つ
だ
け
の
名
前
と
と
も
に
、

生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

９
月
23
日
、
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
で「
第
15
回
青
少
年
の
主
張
大

会
」が
開
か
れ
、
町
内
の
青
少
年
16
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
発

表
し
ま
し
た
。
未
来
を
背
負
う
青
少
年
た
ち
は
何
を
考
え
、
何
を

感
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
さ
あ
、
耳
を
傾
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

思
い
、言
葉
に
込
め
て

「
私
だ
け
の
も
の
」
香
月
　
萌
望
も

も

さ
ん

岡
垣
中
学
校
三
年
・
新
海
老
津
区

植
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は
、
い
じ
め
を
な
く
し
た
ら
よ

い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

今
い
じ
め
は
増
加
し
て
い
て
、
い
じ
め

を
受
け
て
自
殺
す
る
人
も
少
な
く
は
な

い
か
ら
で
す
。
僕
が
５
年
生
の
と
き
、

ニ
ュ
ー
ス
で
文
部
科
学
省
に「
い
じ
め

を
受
け
て
自
殺
し
ま
す
」と
書
い
て
あ

る
手
紙
が
何
枚
か
き
て
、「
自
分
は
も
う

死
に
た
い
、
生
き
て
い
て
も
い
じ
め
ら

れ
る
だ
け
だ
。
う
ら
ん
で
や
る
。
う
ら

み
殺
し
て
や
る
」と
い
う
手
紙
も
あ
り

ま
し
た
。
僕
は
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、

悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
い
じ
め
を
す
る

側
は
、
何
も
思
わ
な
い
で
や
る
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
い
じ
め
を
さ
れ
る
側
の

気
持
ち
は
す
ご
く
傷
付
い
て
学
校
に
も

行
き
た
く
な
く
な
る
し
、
大
人
の
人
だ

っ
た
ら
、
会
社
に
も
行
き
た
く
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
て
、
最
後
は
、「
も
う
生
き

た
く
な
い
、
早
く
死
に
た
い
」と
い
う

気
持
ち
が
め
ば
え
て
自
殺
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
僕
も
い
じ
め
の
よ
う

な
体
験
を
し
ま
し
た
。
僕
は
今
６
年
生

で
、
５
月
ぐ
ら
い
に
ご
み
箱
の
中
に
リ

コ
ー
ダ
ー
が
入
っ
て
い
て
、
友
だ
ち
が

見
つ
け
て
く
れ
て
名
前
を
見
て
み
る
と

僕
の
リ
コ
ー
ダ
ー
で
し
た
。
最
初
は
半

信
半
疑
で
、
な
ん
で
ご
み
箱
の
中
に
あ

る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、

こ
れ
は
い
じ
め
だ
な
と
い
う
ふ
う
に
見

え
て
き
て
だ
ん
だ
ん
い
ら
立
っ
て
悲
し

く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
先
生
が
来
て
、

先
生
に
言
っ
た
ら
み
ん
な
怒
ら
れ
て
、

誰
が
し
た
か
と
先
生
が
聞
い
て
も
、
誰

も
手
を
挙
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。
僕
は
も

う
二
度
と
同
じ
よ
う
な
体
験
は
し
た
く

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
僕
も
い

じ
め
ら
れ
て
い
る
人
の
気
持
ち
が
少
し

だ
け
分
か
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
つ
ら
い

か
、
ど
ん
な
に
苦
し
い
か
、
ど
ん
な
に

悲
し
い
か
、
ど
ん
な
に
悩
む
か
。
そ
の

気
持
ち
を
み
ん
な
と
分
か
り
合
え
ば
、

き
っ
と
こ
の「
い
じ
め
」は
解
決
さ
れ
る

と
、
思
い
ま
す
。
い
じ
め
と
は
、
す
る

方
は
、
悪
ふ
ざ
け
や
何
も
思
わ
な
い
で

す
る
、
い
じ
め
ら
れ
る
方
は
、
心
が
傷

付
い
て
、
生
き
た
く
な
く
な
る
。
身
近

な
戦
争
だ
と
僕
は
思
い
ま
す
。
い
じ
め

を
な
く
す
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
人
の

気
持
ち
を
分
か
り
合
う
こ
と
が
大
切
と

思
い
ま
す
。
い
じ
め
を
解
決
す
る
方
法

は
、
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

家
族
の
方
や
先
生
方
々
に
、
勇
気
を
持

っ
て
言
う
こ
と
で
す
。
自
分
が
何
も
し

な
け
れ
ば
、
い
じ
め
は
ず
っ
と
続
い
て

し
ま
っ
て
、
で
も
先
生
方
々
な
ど
に
言

え
ば
、
先
生
が
注
意
し
て
や
め
る
か
ら

で
す
。
で
も
言
う
の
に
は
、
勇
気
が
必

要
で
す
。
そ
の
勇
気
を
出
せ
れ
ば
い
じ

め
が
終
わ
っ
て
な
く
な
り
ま
す
。
あ
と

も
う
一
つ
は
、
友
だ
ち
が
見
て
見
ぬ
ふ

り
を
せ
ず
に
注
意
す
る
こ
と
で
す
。
友

だ
ち
は
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
、
助
け
合

い
、
ケ
ン
カ
し
た
り
、
心
を
分
か
り
合

え
る
か
け
が
え
の
な
い
存
在
だ
と
思
い

ま
す
。
も
し
友
だ
ち
が
い
な
か
っ
た
ら
、

遊
ぶ
と
き
も
一
人
で
ち
っ
と
も
楽
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
友
だ
ち
が
い
る

ん
で
す
。
楽
し
く
遊
べ
る
し
、
と
て
も

お
も
し
ろ
く
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
友
だ

ち
は
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
な
の
で

す
。
僕
に
も
友
だ
ち
は
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
ど
ん
な
と
き
も
助
け
た
り
、
協
力

し
合
っ
た
り
し
て
、
ど
ん
な
困
難
で
も

乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
い
じ

め
は
絶
対
に
い
け
な
い
で
す
。
だ
か
ら

い
じ
め
を
な
く
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま

す
。

「
い
じ
め
に
つ
い
て
」
藤
原
　
和
也
く
ん

山
田
小
学
校
六
年
・
高
陽
区

僕
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ー
ダ
ー
育
成
事
業
と
は
、
小
中
学

生
を
対
象
に
し
、
岡
垣
町
が
行
っ

て
い
る
留
学
活
動
の
こ
と
で
、
国
内
留
学

と
海
外
留
学
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
私

は
、
中
学
２
年
生
の
と
き
に
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
長
野
県
真
田
町
へ
の
国
内
留
学
の

方
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
私
は
、
そ
の
事
前
研
修
の
宿

泊
研
修
の
日
に
熱
を
出
し
、
研
修
を
欠
席

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
研
修
を
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
し
、
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

自
責
の
念
に
駆
ら
れ
て
落
ち
込
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、
研
修
終
了
日
の
夕
方
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
が
私
の
こ
と
を
気
に

か
け
、
わ
ざ
わ
ざ
自
宅
ま
で
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
り「
体
大
丈
夫
ね
？
参
加
で
き
ん

か
っ
た
こ
と
は
気
に
せ
ん
で
、
次
回
か
ら

が
ん
ば
っ
た
ら
い
い
よ
」と
励
ま
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
私
は
と
て
も
救
わ
れ
た

気
持
ち
に
な
り
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。そ
の
出
来
事
が
き
っ
か
け
で
私
は
、

私
に
対
し
心
の
ケ
ア
ま
で
し
て
く
だ
さ
っ

た
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
の
よ
う
に
な
り
、

班
員
た
ち
を
引
っ
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
研
修

で
は
、
積
極
的
に
班
員
た
ち
に
声
を
か
け

る
こ
と
を
心
掛
け
、
留
学
以
外
の
悩
み
を

聞
い
た
り
、
留
学
に
対
す
る
不
安
な
気
持

ち
を
少
し
は
ケ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
、自
分
で
は
思
っ
て
い
ま
す
。

国
内
留
学
を
終
え
て
、
一
緒
に
行
っ
た

メ
ン
バ
ー
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
３
ピ
ー
ス
」を
結
成
し
、
今
で
は
こ
の
グ

ル
ー
プ
の
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
こ
の

グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
た
理
由
は
、
こ
の
事

業
を
通
じ
て
出
会
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
の
活

動
を
こ
の
ま
ま
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
と
い

う
思
い
と
、
私
た
ち
が
学
ん
で
き
た
こ
と

を
生
か
し
、
こ
の
事
業
で
お
世
話
に
な
っ

た
岡
垣
町
に
恩
返
し
を
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
で
し
た
。「
３
ピ
ー
ス
」の
今
ま
で

の
主
な
活
動
と
し
て
、町
内
で
の
花
植
え
、

ご
み
の
清
掃
、
国
内
留
学
で
の
受
け
入
れ

時
の
お
手
伝
い
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
語
源
で
あ
る「
志
願
者
」と
い
う
言
葉

の
意
味
の
よ
う
に
、
ど
ん
な
に
嫌
な
こ
と

で
も
自
ら
進
ん
で
取
り
組
む
姿
勢
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

私
は
国
内
留
学
を
き
っ
か
け
に
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
学
校
で

は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
多
く
の
こ
と
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
こ
こ
に
立
っ
て
い

る
私
が
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
最
近
、

真
田
町
が
上
田
市
と
合
併
し
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
事
業
が
終
わ
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
噂
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
私
は

こ
の
事
業
を
決
し
て
終
わ
ら
せ
て
ほ
し
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
下
の
世
代
の
子
た
ち
に

も
、
私
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
貴

重
な
体
験
を
し
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。
私

は
こ
の
事
業
を
通
じ
て
多
く
の
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
人
と
し
て
、
そ
し
て
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、
ひ
と
回
り
も
ふ
た
回
り

も
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
大
切
な
場
を
消
し
て
ほ

し
く
な
い
の
で
す
。
も
し
、
こ
の
事
業
を

今
後
も
続
け
て
い
た
だ
け
る
の
な
ら
ば
、

私
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
、
下

の
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
手
伝
い
、
私

を
成
長
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
岡
垣
町
と
真

田
町
の
み
な
さ
ま
に
恩
返
し
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
国
内
留
学
に
参
加
し
た
と
き

の
、
当
時
の
団
長
で
あ
る
吉
田
和
彦
先
生

か
ら
教
わ
っ
た
忘
れ
ら
れ
な
い
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は「
３
つ
の(

あ
い)

が
大

事
だ
」と
い
う
お
言
葉
で
す
。
そ
の
３
つ

の
あ
い
と
は
、

「
出
会
い
・
触
れ
合
い
・
助
け
合
い
」

で
す
。
こ
の
言
葉
の
よ
う
に
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
歩
ん
で
い
く
上
で
、「
多
く
の
人
と

の
出
会
い
の
場
を
自
ら
作
り
、
触
れ
合
い

を
深
め
て
、
そ
の
交
流
を
大
切
に
し
、
そ

の
人
た
ち
と
互
い
に
助
け
合
っ
て
い
き
た

い
」と
思
い
ま
す
。

「
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
を
通
し
て
…
」尚
山
堅
士
郎
さ
ん

西
山
田
区

リ
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「
石
塚
さ
ん
と
の
出
会
い
」

土
屋
　
将
太
く
ん(

戸
切
小
六
年
・
東
松
原
区)

「
食
べ
る
」

古
屋
芙
弥
香
さ
ん(

海
老
津
小
六
年
・
野
間
三
区)

「
薬
物
乱
用
防
止
の
勉
強
を
し
て
」

俵
口
奈
々
さ
ん(

内
浦
小
六
年
・
手
野
区)

「
介
護
」

亀
石
晟せ

い

也や

く
ん(

岡
中
二
年
・
公
園
通
り
東
区)

「
海
岸
清
掃
に
取
り
組
ん
で
」

山
本
貴
宏
く
ん(

岡
中
一
年
・
内
浦
区)

「
大
切
な
笑
顔
」

牧
元
珠
里
さ
ん(

吉
木
小
六
年
・
公
園
通
り
中
区)

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
」

益
田
　
樹た

つ
き

く
ん(

岡
中
三
年
・
公
園
通
り
中
区)

「
ぼ
く
の
将
来
」

竹
本
祐
介
く
ん(

東
中
一
年
・
松
ヶ
台
西
区)

「
学
校
」

川
原
直
樹
く
ん(

東
中
二
年
・
山
田
区)

「
も
う
一
つ
の
家
族
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

川
原
由
莉
さ
ん(

岡
中
三
年
・
吉
木
区)

問
い
合
わ
せ

青
少
年
の
主
張
大
会

実
行
委
員
会(

社
会
教
育
課)

へ

「
マ
イ
・
ド
リ
ー
ム
」

梶
原
　
彩
さ
ん(

東
中
二
年
・
百
合
ヶ
丘
区)

「
大
切
な
人
」

倉
津
仁
美
さ
ん(
東
中
三
年
・
戸
切
白
谷
区)

「
１
人
１
円
」

吉
田
麻
佑
子
さ
ん(

岡
中
三
年
・
内
浦
区)

発
表
し
て
く
れ
た

み
な
さ
ん

※紙面の都合上、３人分だけ全文掲載しています。記事の大小は、作品に優劣を付けるものではありません

▲海老津小学校6年生の合唱。「翼をください」や「夢
の世界を」などを歌い、会場を盛り上げました
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中
部
保
育
所「
０
歳
児
の
か
け
っ
こ
」。
５
歳
児
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
た
ち
が
お
手
伝
い

▲

東
部
保
育
所「
り
ん
ご
村
の
こ
ど
も
た
ち
」。
創
立
以
来
の
伝
統
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す

▲

元気と笑顔、秋晴れとともに 9/23東部・中部保育所運動会



10月３日に小玉スミヱさん(東山田区)が、満100歳
の誕生日を迎えられ、樋 町長から特別敬老祝金とお
祝状、岡垣町社会福祉協議会渡 会長から花束が贈ら
れました。
これからもますます元気でお過ごしください。

九州共立大学自由ヶ丘会館で開催され、折尾署管内
の各市区町防犯協会など、地域安全に関連する団体約
530人が参加しました。
この大会は、警察・自治体・事業所や住民などが地
域一体となり、安全・安心なまちづくりの実現を目指
し実施しているものです。
当日は、地域で防犯活動に取り組んでいる人の講演
などが行われ、参加者は熱心に聞いていました。

11

祝100歳!!

岡垣町では、長年にわ
たっていろいろな分野で
活躍し、まちづくりに貢
献されたみなさんを表彰
しています。竹井幸則さ
ん(内浦区)は、監査委員と
して12年間活躍されたこ
とで受賞されました。

長年の功績をたたえて

９月21日から30日は秋の交通安全県民運動期間
でした。
折尾警察署、折尾交通安全協会、岡垣町交通安全

推進協議会、岡垣町交通安全指導員と連携し、運転
手などにチラシや安全グッズを配布し交通事故防止
を呼びかけました。

▲写真は左から樋　町長、小玉スミヱさん、渡　会長

▲今年で14回目を迎えました

▲岡垣町からは防犯協会委員33人が参加

竹井　幸則さん(内浦区)

事
故
・
飲
酒
運
転
の
な
い
よ
う
に
！

▲

撲滅・飲酒運転！
高齢者にも安全・安心な町を!
9/25 秋の交通安全街頭キャンペーン(岡垣サンリーアイ前ほか)

「子どもたちによる　子どもたちのための　夢と
ハーモニーのおまつり」をテーマとして開催され、
町内の子どもたち94人が出演しました。来場者か
らは｢小さな子どもたちが一生懸命演奏している姿
に感動しました｣｢来年もこの美しい音色を聴きに来
たい｣という声が聞かれました。日ごろの練習の成
果を存分に発表してくれた子どもたち。観衆に元気
と癒しを与えてくれました。

子どもたちが音楽活動の
成果を発表

10/7第14回岡垣町少年少女音楽祭(岡垣サンリーアイ)

安全、安心なまちづくりを目指して安全、安心なまちづくりを目指して安全、安心なまちづくりを目指して

10/11 地域安全運動折尾大会
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みんなの投稿
まってます

読者へのお知らせ、サーク
ルなどの紹介、イラスト・写
真、俳句・短歌・川柳などを
募集します。締切日は毎月１
日です。
※営利・政治・宗教に関する
ものなど、掲載できないものも
あります

投稿先・問い合わせ
〒811－4233
岡垣町野間１丁目１番１号
岡垣町役場地域づくり課
1282－1211

chiiki@town.okagaki.fukuo
ka.jp

一
般
の
作
品

気
楽
さ
の
ふ
と
寂
し
さ
に
変
る
時

遠
雷
の
音
近
付
き
来
た
る

川
原
つ
る
子

災
害
を
防
げ
ぬ
神
ら
出
雲
で
反
省
会

馬
場
　
哲
哉

サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句（
昼
の
部
）

赤
と
ん
ぼ
昭
和
の
街
の
紙
芝
居

末
　
百
合
子

葛
咲
く
や
空
海
御
廟
の
石
畳

沼
田
　
捷
子

野
に
つ
づ
く
轍
や
露
の
猫
じ
や
ら
し

水
城
い
つ
み

子
ら
去
り
て
残
り
し
花
火
あ
げ
て
み
る

稲
富
　
安
子

サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句（
夜
の
部
）

鳥
渡
る
潮
攻
め
ぎ
合
ふ
潮
境

木
下
　
武
久

地
球
儀
の
彩
の
ま
ぢ
り
し
金
魚
鉢中

島
尚
一
郎

河
骨
の
雲
間
に
揺
る
る
一
花
か
な川

原
　
和
子

元
寇
の
灘
を
裂
き
た
る
稲
光

重
岡
と
み
子

青
嶺
岡
垣
俳
句
会

菱
の
実
や
風
の
漣
日
の
さ
ざ
波

大
村
　
照
子

水
音
の
花
野
へ
つ
づ
く
神
郡

岩
崎
　
要
子

琅

の
沼
を
抱
き
し
花
野
か
な

岸
原
　
邦
代

堰
に
来
て
ゆ
つ
く
り
廻
る
落
葉
か
な

近
藤
　
笑
香

岡
垣
川
柳
会

息
抜
き
の
一
手
相
手
も
端
歩
突
き宇

都
宮
福
夫

笠
の
内
う
な
じ
揺
ら
め
く
宵
祭
り末

松
　
　
碧

出
く
わ
し
た
は
じ
け
る
祭
り
白
い
た
び

野
中
よ
う
子

仲
直
り
し
た
く
て
丸
い
爪
に
す
る小

田
　
和
彦

岡
垣
乳
垂
俳
句
会

万
歩
計
千
歩
に
足
り
ず
秋
う
ら
ら長

畑
田
鶴
子

木
綿
花
座
敷
に
入
れ
て
初
盆
会

児
島
　
清
子

料
理
書
の
煮
豆
ふ
つ
く
り
秋
深
む外

村
　
次
子

野
分
晴
れ
深
山
の
闇
の
久
女
の
碑山

中
き
よ
み

木
綿
間
俳
句
会

坪
庭
に
野
良
着
を
干
せ
る
厄
日
か
な

和
多
　
昭
子

怠
れ
ば
伸
び
る
庭
草
秋
暑
し

中
村
　
鶴
子

新
涼
や
喪
服
に
覗
く
真
珠
か
な

神
谷
　
香
代

10月１～３日に山田小
学校１～４年生を対象に行
いました。この教室は、日
本テニス協会が全国で開催
しているもので、テニスに
親しみながら、あいさつや
礼儀作法、基本的マナーの
習得などを目的に実施して
います。一生懸命ボールを
追いかけている姿に、明る
い未来を感じることができ
ました。

マナーキッズテニス教室

▲体育館は子どもたちの元気な声でいっぱいでした

【写真と文章は岡垣テニス連盟佐藤正人さんの提供】
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広報おかがきに関係する次の問題に答えてください。正解者

の中から抽選で最大５人に、「びわの葉湯」をプレゼントします。

問題１
平成18年度の一般会計決算。単年度収支は？

（ヒント：２ページ）

A 黒字　　B 赤字　　

問題２
９月23日に行われた青少年の主張大会。発表者の数は？

（ヒント：６ページ）

A 15人　　B 16人　　C 17人

問題３
10月12日に行われた高齢者スポーツ大会。参加者の数は？

（ヒント：裏表紙）

A 550人　　B 650人　　C 750人

応募方法
答え(例：１－A)・住所・氏名(誌上匿名可)・電話番号・広

報おかがきへの意見を記入し、11月９日(金)までに地域づく

り課(窓口・郵送・Eメール)へ

前回の当選者
波津のモッコスさん

入
江
も
も
か
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
18
年
10
月
21
日
生
ま
れ(

糠
塚
区)

も
も
か
ち
ゃ
ん
、
た
く
さ
ん

遊
ん
で
元
気
に
育
っ
て
ね
！

奥
竹
　
咲
月

さ

わ

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
17
年
10
月
27
日
生
ま
れ(

松
ヶ
台
西
区)

咲
月
ち
ゃ
ん
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲

良
く
ね
。

香
山
　
士し

温お
ん

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
17
年
10
月
25
日
生
ま
れ(

東
松
原
区)

妹
思
い
の
優
し
い
お
兄
ち
ゃ

ん
に
な
っ
て
ね

石
原
　
昊そ

ら

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
18
年
10
月
23
日
生
ま
れ(

山
田
区)

こ
れ
か
ら
も
昊
の
笑
顔
で
み

ん
な
を
幸
せ
　
に
し
て
ネ
!!

有
田
　
奈
央

な

お

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
17
年
10
月
６
日
生
ま
れ(

松
ヶ
台
西
区)

お
喋
り
が
大
好
き
！
笑
顔
で

元
気
に
育
っ
て
ね
。

10月生まれ

●募集対象 町内在住で、掲載月が誕生月の１～３歳の子ども
●応募方法 投稿する写真・住所・親子の氏名(ふりがな)・子
の生年月日・電話番号・子どもへのコメント(22文字以内)・
広報おかがきへの意見を、地域づくり課(窓口・郵送・Eメー
ル)へ●締切日 掲載月の１日※応募者多数の場合は抽選

びわの葉湯
岡垣町の特産品

「ビワ」のイメージ商品

万
葉
に
詠
ま
れ
し
寺
の
萩
白
し

久
留
美
智
子

青
葉
短
歌
会

我
が
病
め
ば
添
い
寝
し
く
れ
し
子
が
今
は

幼
二
人
の
父
と
な
り
た
り

石
松
　
清
美

夕
立
ち
の
後
ふ
り
向
け
ば
虹
の
出
て

海
か
ら
山
に
半
円
描
く

阿
部
マ
サ
子

垣
根
よ
り
顔
を
の
ぞ
か
す
萩
の
花

伸
び
て
枝
垂
れ
て
小
さ
く
笑
う

早
川
　
京
子

言
葉
な
き
花
の
愛
し
さ
も
の
か
げ
に

水
引
草
は
人
待
ち
顔
な
る

橋
本
　
和
子
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岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

役場・教育委員会
1282―1211

情報プラザ人の駅
1281―2005

こども未来館
1281―5501

東部公民館
1282―0035

中央公民館
1282―0162

西部公民館
1281―5006

町民武道館
1282―6111

岡垣サンリーアイ
1282―1515

社会福祉協議会
1283―2940

シルバー人材センター
1282―4688

いこいの里高齢者等
相談センター
1283―0033

岡垣町高齢者・障害者
相談センター
1282―5167

岡垣町東部高齢者・障害者
相談センター
1282―5103

岡垣町公式ホームページ
http://www.town.okagaki.

fukuoka.jp
町の情報や広報おかがきを
見ることができます

情報プラザ人の駅ホームページ
http://www.town.okagaki.

fukuoka.jp/plaza/

岡
垣
町
と
国
内
留
学
交
流
を
行
っ
て

い
る
長
野
県
上
田
市
真
田
町
の
リ
ン
ゴ

の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
も
ぎ
た
て

の
リ
ン
ゴ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

数
量
・
価
格

ふ
じ
10
kg
五
千
四
百
円

※
24
〜
36
個
。
送
料
込
み
。
配
達
は
11

月
下
旬
予
定

支
払
方
法

配
達
さ
れ
る
箱
内
に
あ
る

振
込
用
紙
で
支
払
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月
12
日

(月)
ま
で
に
地
域
づ
く
り
課
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
２
８
２
‐
１
３
１
０
へ

11
月
９
日
(金)
か
ら
15
日
(木)
は
、
秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。
こ
の

運
動
は
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
尊

い
生
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
、
午
前
７
時
と
午
後
７

時
に
東
部
・
中
央
・
西
部
・
糠
塚
公
民

館
か
ら
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
火

災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
へ

最
近
、
ア
ル
バ
イ
ト
派
遣
業
者
が
、

従
業
員
雇
用
登
録
時
に「
住
民
票
コ
ー

ド
」を
提
出
す
る
よ
う
に
求
め
る
と
い

う
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
違
法
行
為
で
あ
り
、
民
間
会

社
が
住
民
票
コ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
的
機
関
以
外
か
ら
住
民
票
コ
ー
ド

を
聞
か
れ
た
り
、
住
民
票
コ
ー
ド
を
記

載
し
た
住
民
票
の
提
出
を
求
め
ら
れ
て

も
応
じ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
民
票
コ
ー
ド

平
成
14
年
か
ら
住
民
票
に
記
載
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
11
桁
の
番
号
の
こ
と

で
、
住
民
登
録
者
全
員
に
付
け
ら
れ
ま

す
。
転
入
・
転
出
し
て
も
変
わ
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給
申
請
や
国
家
試

験
の
受
験
申
請
す
る
と
き
な
ど
に
、
こ

の
コ
ー
ド
を
記
入
す
る
こ
と
で
、
住
民

票
の
写
し
を
添
付
し
な
く
て
済
み
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
課
へ

と
　
き

11
月
１
日
(木)
〜

用
件
に
応
じ
自
動
音
声
応
答
で
ア
ナ

ウ
ン
ス
さ
れ
た
番
号
を
選
択
す
る
と
、

福
岡
国
税
局
の
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
若
松
税
務
署
に
つ
な
が
り
ま
す
。

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
税
に

関
す
る
一
般
的
な
質
問
や
相
談
に
応
じ

お
知
ら
せ

平成１８年４月生より
願書受付中

岡垣中央幼稚園
（中央公民館横）

電話０９３－２８２－０２４７URL  http://www.okagaki-daiichi.com

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

住
民
票
コ
ー
ド
の
取
り
扱
い
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

産
地
直
送
！
真
田
の
リ
ン
ゴ

若
松
税
務
署
の
電
話
が

自
動
音
声
応
答
に
変
わ
り
ま
す

▲きょうりゅう
(ももちゃん)で
す。みんな遊び
にきてね！
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て
い
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

若
松
税
務
署
1
７
６

１
‐
２
５
３
６
へ

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
、
料
金
や

特
色
な
ど
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
公
表
し
ま
す
。

検
索
先

福
岡
県
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報

公
表
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公

開
セ
ン
タ
ー
1
０
９
２
‐
５
８
４
‐
３

６
０
０
へ

事
前
に
資
料
を
郵
送
し
ま
す
の
で
当

日
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

と
　
き

11
月
15
日
(木)
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
半
※
30
分

前
か
ら
受
け
付
け

と
こ
ろ

遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー(

遠
賀
町)

問
い
合
わ
せ

若
松
税
務
署
1
７
６

１
‐
２
６
９
４
へ

地
震
な
ど
の
緊
急
時
に
備
え
、
北
九

州
市
と
福
岡
都
市
圏
を
結
ぶ
水
道
用
水

の
緊
急
時
用
連
絡
管
を
整
備
し
ま
す
。

と
　
き

10
月
下
旬
〜
平
成
20
年
３
月

中
旬

工
事
場
所

国
道
４
９
５
号
線
芹
田
交

差
点
〜
垂
見
峠
、
芦
屋
競
艇
場
〜
汐
入

川(

左
図)

問
い
合
わ
せ

県
北
九
州
土
木
事
務
所

６
９
１
‐
２
８
３
２
へ

検
察
審
査
会
は
、
犯
罪
の
被
害
者
や

犯
罪
を
告
訴
・
告
発
し
た
人
か
ら
検
察

官
の
不
起
訴
処
分
を
不
服
と
し
て
申
立

て
が
あ
っ
た
と
き
に
審
査
す
る
機
関
で

す
。審

査
員
は
選
挙
権
の
あ
る
人
か
ら
11

人
が
選
ば
れ
、
そ
の
不
起
訴
処
分
の
内

容
を
審
査
し
ま
す
。
も
し
選
ば
れ
た
ら
、

協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

小
倉
検
察
審
査
会
事
務

局
1
５
６
１
‐
３
４
３
１
へ

県
民
全
体
が
一
体
と
な
っ
て
暴
力
を

追
放
す
る
た
め
の
大
会
で
す
。

と
　
き

11
月
13
日
(火)
午
後
２
時
〜
４

時と
こ
ろ

リ
バ
ー
ウ
オ
ー
ク
北
九
州(

北

九
州
市
小
倉
北
区)

内
　
容

暴
追
功
労
者
表
彰
、
五
阿
弥

宏
安
さ
ん(

読
売
新
聞
東
京
本
社
編
集
局

次
長)

の
講
演「
許
す
な
組
織
暴
力
〜
記

者
が
取
り
組
む
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
暴
力
追
放
運
動

推
進
セ
ン
タ
ー
1
０
９
２
‐
６
５
１
‐

８
９
３
８
へ

里
親
と
は
、
親
の
病
気
や
離
婚
な
ど

で
、
あ
た
た
か
い
家
庭
の
ぬ
く
も
り
を

求
め
て
い
る
子
ど
も
を
自
分
の
家
庭
に

迎
え
入
れ
、
養
育
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

県
内
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家

庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
が
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
子
ど
も

た
ち
を
あ
た
た
か
く
受
け
入
れ
て
く
れ

る
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

中
央
児
童
相
談
所
宗
像

支
所
1
０
９
４
０
‐
３
７
‐
３
２
５
５
へ

幼稚園見学について
お子様にとり幼稚園は

集団生活への大切な一

歩です。入園に際して、

ご質問又育児でのご相

談がありましたらいつ

でも見学においで下さ

い。笑顔あふれる幼稚

園です。

音感教育・体操教室（コスモ）・英語教室（セイハ）
食育（アレルギー対応給食）かきかた教室

ならし保育について
えびつ幼稚園の「遊びの

保育」に参加してみませ

んか？専用の保育室、

専任の複数担任での保

育を通して「楽しい幼稚

園」を体験できますよ！

随時受付中!!
岡垣町中央台５─７─18 TEL 282─1135

広告内容に関しては、広告主に直接お問い合わせください。

緊
急
時
用
水
道
用
水
の
連
絡
管
を

整
備
し
ま
す

汐入川橋 汐入川橋 

波津漁港 波津漁港 

県道原
県道原・海老津線

海老津線 

県道原・海老津線 

平
成
19
年
分
年
末
調
整
説
明
会

自
分
に
あ
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

選
び
ま
し
ょ
う

協
力
し
て
く
だ
さ
い

検
察
審
査
員

第
16
回
暴
力
追
放
福
岡
県
民
大
会

10
月
は「
里
親
月
間
」で
す



16

岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

入
学
に
必
要
な
資
金
の
ほ
か
、
授
業

料
、
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
な
ど
に
利
用
で

き
ま
す
。

対
　
象

高
校
・
短
大
・
大
学
・
大
学

院
・
専
修
学
校
・
各
種
学
校
な
ど
に
入

学
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
人
の
保
護
者

で
、
世
帯
の
年
間
収
入
が
九
百
九
十
万

円
内
、
事
業
所
得
者
は
世
帯
の
年
間
所

得
が
七
百
七
十
万
円
以
内

融
資
額

一
人
二
百
万
円
以
内
※
利
率

年
２
・
５
％(

19
年
９
月
10
日
現
在)

返
済
期
間

十
年
以
内
※
交
通
遺
児
家

庭
ま
た
は
母
子
家
庭
は
１
年
延
長
可

問
い
合
わ
せ

国
民
生
活
金
融
公
庫
八

幡
支
店
1
６
４
１
‐
７
７
１
５
へ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
原
住
民
マ
オ

リ
族
を
題
材
に
し
た「
ク
ジ
ラ
島
の
少

女
」を
上
映
し
ま
す
。
国
際
交
流
員
の

ル
ー
シ
ー
さ
ん
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

と
　
き

11
月
12
日
(月)
午
後
７
時
〜
10

時と
こ
ろ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

募
集
人
数

25
人
程
度
※
先
着
順

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月
５
日

(月)
ま
で
に
岡
垣
国
際
交
流
協
会(

Ｏ
Ｉ

Ａ)

1
２
８
２
‐
０
５
４
９
ま
た
は
地
域

づ
く
り
課
へ

町
内
で
社
会
見
学
！
ま
ち
づ
く
り
の

目
を
養
う
バ
ス
の
旅
を
し
ま
せ
ん
か
。

対
　
象

18
歳
以
上
の
人
50
人
程
度
※

応
募
者
多
数
の
と
き
は
抽
選

と
　
き

11
月
13
日
(火)
午
前
９
時
〜
午

後
３
時

行
　
程

町
内
の
施
設
見
学(

遠
賀
中
間

リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー〈
ご
み
集
積
場
〉)→

ミ

カ
ン
狩
り→

レ
ス
ト
ラ
ン→

波
津
海
岸

(

歴
史
散
策
、
貸
し
自
転
車
有
り
）

参
加
料

二
千
円
※
ミ
カ
ン
狩
り
入
場

料
・
昼
食
代
・
通
信
費
な
ど
含
む
。
当

日
徴
収

申
し
込
み

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
11
月
６

日
(火)
必
着
で
〒
８
１
１
‐
４
２
１
６
岡

垣
町
旭
南
14
‐
８
久
保
田
方
ま
ち
づ
く

り
の
会
岡
垣「
創
年
の
旅
」係
へ
※
１
枚

に
複
数
名
記
入
可

問
い
合
わ
せ

久
保
田
1
２
８
２
‐
４

８
６
２
へ

遠
賀
郡
内
の
史
跡
や
名
勝
に
案
内
し

ま
す
。

対
　
象

遠
賀
郡
内
と
そ
の
近
郊
在
住

の
成
人
各
町
20
人
※
先
着
順

と
　
き

11
月
21
日
(水)
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

行
き
先

芦
屋
町(

芦
屋
釜
の
里)

、
遠

賀
町(

島
津
丸
山
歴
史
自
然
公
園)

、
岡

垣
町(

海
蔵
寺
と
成
田
山
不
動
寺)

、
水

巻
町(

歴
史
資
料
館
と
十
字
架
の
塔)

参
加
料

千
五
百
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月
２
日

(金)
ま
で
に
岡
垣
町
商
工
会
へ
1
２
８

２
‐
０
２
９
４
へ

競
艇
界
の
ビ
ッ
グ
レ
ー
ス「
モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
大
賞
」を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き

11
月
１
日
(木)
〜
６
日
(火)

３
日
(祝)
に「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
電
王
シ

催
　
　
し

内科専門医・循環器専門医 

診療時間　平日 9:00～12:00    15:00～18:00 
　　　　　水曜 9:00～12:00 
　　　　　土曜 9:00～15:00 
　　休診　日曜・祝日・水曜午後 

岡垣町野間2-3-11

ふじた医院 

お
ん
が
の
史
跡
・
名
勝
を
巡
る

バ
ス
ツ
ア
ー

マ
オ
リ
族
の
感
動
ド
ラ
マ
を
上
映

ニ
ュ
ー
ジ
ー
・
ム
ー
ビ
ー
・
ナ
イ
ト

芦
屋
競
艇
場

Ｇ
Ⅰ
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
大
賞
開
催

創
年
の
旅
〜
町
内
を
知
ろ
う
！
〜

ご
存
じ
で
す
か「国

の
教
育
ロ
ー
ン
」



17

広告内容に関しては、広告主に直接お問い合わせください。

ョ
ー
」、
４
日
(日)
に
は「
獣
拳
戦
隊
ゲ
キ

レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
」
を
行
い
ま
す
。

時
間
は
と
も
に
午
前
10
時
か
ら
30
分
程

度
で
す
。
※
入
場
料
百
円(

子
ど
も
無
料
）

問
い
合
わ
せ

芦
屋
町
外
二
カ
町
競
艇

施
行
組
合
1
２
２
３
‐
０
５
８
１
へ

「
創
年
の
た
ま
り
場
」の
提
唱
者
、
聖

徳
大
学
教
授
の
福
留
強
さ
ん
の
話
を
聞

き
ま
せ
ん
か
。
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

と
　
き

11
月
19
日
(月)
午
後
７
時
〜
　
　

と
こ
ろ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

内
　
容

講
話「
創
年
時
代
の
楽
し
み
」

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
へ

と
　
き

11
月
11
日
(日)
午
後
１
時
〜
４

時と
こ
ろ

中
間
市
中
央
公
民
館

内
　
容

講
演「
自
殺
と
こ
こ
ろ
の
健

康
問
題
」、「
自
死
遺
族
支
援
の
立
場
か

ら
」な
ど

費
　
用

無
料

問
い
合
わ
せ

中
間
市
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
「
パ
ル
ハ
ウ
ス
ぼ
ち
ぼ
ち
」

1
２
４
３
‐
３
３
８
７
へ

あ
な
た
の
身
近
に
、
あ
な
た
を
必
要

と
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
今
ま

で
の
人
生
経
験
を
生
か
し
て
、
力
を
貸

し
て
く
だ
さ
い
。
頑
張
っ
て
い
る
仲
間

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
勇
気
を
出
し
て

地
域
社
会
に
踏
み
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

対
　
象

岡
垣
町
在
住
で
60
歳
以
上
の

人説
明
会

毎
月
第
３
水
曜
日
午
後
１
時

30
分
〜

問
い
合
わ
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
1
２
８
２
‐
４
６
８
８
へ

状
況
に
応
じ
て
登
録
者
の
中
か
ら
雇

用
し
ま
す
。

対
　
象

昭
和
28
年
４
月
２
日
〜
平
成

元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

職
種
・
勤
務
形
態

【
介
助
員
】
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５

時
、
週
２
日
程
度

【
調
理
員
】
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５

時
30
分
、
週
３
日
程
度

【
夜
間
介
助
員
】
午
後
５
時
〜
午
前
８

時
35
分
、
週
２
日
程
度

【
看
護
師
】
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
、
週
２
日
程
度

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

12
月
28
日

(金)
ま
で
に
遠
賀
静
光
園
に
あ
る
申
込
書

を
提
出

受
付
・
問
い
合
わ
せ

養
護
老
人
ホ
ー

ム
遠
賀
静
光
園
1
２
９
３
‐
０
１
２
５
へ

身
体
障
害
者
・
精
神
障
害
者
を
対
象

と
し
た
委
託
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

対
　
象

身
体
障
害
者
手
帳
か
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
ち
、
公
共
職

業
安
定
所
に
求
職
登
録
し
て
い
て
介
護

を
必
要
と
せ
ず
身
辺
処
理
が
で
き
る
人
　

内
　
容

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
科
　
　
　

訓
練
期
間

12
月
11
日
(火)
〜
平
成
20
年

３
月
11
日
(火)

と
こ
ろ

北
九
州
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
北
九
州
市
八
幡
東
区
）

受
講
料
　
　
無
料
※
テ
キ
ス
ト
代
と
し

て
四
千
円
程
度
必
要

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月
16
日

(金)
ま
で
に
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
1
７
４
１
‐
５
４
３
１
へ

講
　
　
座

イオンカ－ド会員募集中！　毎月20日・30日は「お客さま感謝デ－」
問い合わせ先：イオンクレジットサービス㈱　℡092-282-8080

スーパーセンター岡垣店
遠賀郡岡垣町大字黒山338－1

イオン岡垣ショッピングセンタ－ 10月26日(金) グランドオ－プン

創
年
の
ひ
ら
め
き
講
座

遠
賀
静
光
園
臨
時
職
員
へ
の
登
録

募
　
　
集

あ
な
た
の
出
番
！

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
中

講
　
　
演

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

身
体
・
精
神
障
害
者
の

職
業
訓
練
生
募
集
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町民文化祭は、出会いと思い出づくりのまつりです。子どもから大人まで世代を超えて
出品、出演します。町の文化の祭典にあなたも足を運んでみませんか。

【作品展】
と　き 11月２日(金)午後１時～５日(月)午後３時

ところ 岡垣サンリーアイ

【カラオケ】
と　き 11月３日(土)午後１時～４時

ところ 岡垣サンリーアイ

【音楽】
と　き 11月３日(土)午前10時～正午

ところ 岡垣サンリーアイ

【社交ダンス】
自由に参加できます。

と　き 11月４日(日)午後６時30分～午後10時

ところ 中央公民館

【芸能】
と　き 11月４日(日)

午前10時～午後４時

ところ 岡垣サンリー

アイ

【茶会】
と　き 11月４日(日)

午前10時30分～午後

３時

ところ 岡垣サンリーアイ

問い合わせ 町民文化祭実行委員会事務局(山形)1

282－0929へ

10
月
15
日
(月)
〜
11
月
14
日
(水)
は「
構

造
改
革
特
区
、
規
制
改
革
集
中
受
付
月

間
」で
す
。
個
人
、
民
間
企
業
、
N
P

O
団
体
な
ど
か
ら
提
案
・
要
望
を
受
け

付
け
ま
す
。

こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
普

段
か
ら
考
え
て
い
る
ア
イ
デ
ア
を
国
に

提
案
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
構
造
改
革
特
別
区
域
推
進

本
部
・
規
制
改
革
会
議
ま
た
は
岡
垣
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ

い
。

締
め
切
り

11
月
14
日
(水)
正
午

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
室
へ

母
子
家
庭
対
象
の
無
料
相
談
で
す
。

相
談
日
前
日
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

と
　
き

昼
　
間

12
月
18
日
(火)
、
平
成
20
年
１

月
16
日
(水)
、
２
月
19
日
(火)
、
３
月
18
日

(火)
、
と
も
に
午
後
１
時
〜
３
時

夜
　
間

12
月
４
日
(火)
、
12
月
11
日
(火)
、

平
成
20
年
１
月
８
日
(火)
、
１
月
22
日
(火)
、

２
月
５
日
(火)
、
２
月
26
日
(火)
、
３
月
11

日
(火)
、
３
月
25
日
(火)
と
も
に
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

春
日

市)申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
1
０
９
２
‐
５
８
４
‐

３
９
２
２
へ

暴
力
団
な
ど
に
よ
る
暴
力
被
害
者
の

早
期
救
済
を
目
的
に
、
面
接
や
電
話
に

よ
る
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

と
　
き

12
月
１
日
(土)
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

と
こ
ろ

○
福
岡
市
暴
力
追
放
相
談
セ
ン
タ
ー(

福

岡
市
役
所)
1
０
９
２
‐
７
１
１
‐
４

０
７
６

○
北
九
州
市
民
事
暴
力
相
談
セ
ン
タ
ー

(

北
九
州
市
役
所)

1
０
９
３
‐
５
８

２
‐
２
１
４
０

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
暴
力
追
放
運
動

推
進
セ
ン
タ
ー
1
０
９
２
‐
６
５
１
‐

８
９
３
８
へ

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職

場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、
つ
き
ま
と
い(

ス
ト

ー
カ
ー)

な
ど
、
人
権
擁
護
委
員
と
法
務

構
造
改
革
特
区
、
規
制
改
革
に

提
案
・
要
望
し
て
く
だ
さ
い

相
　
　
談

養
育
費
な
ど
で
お
悩
み
の
人
は

暴
力
被
害
集
中
相
談

一
人
で
悩
ま
ず
に

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
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香典返し寄付香典返し寄付
次の皆様から香典返しとしてご寄付が

ありました。厚くお礼を申し上げるとと
もに、故人のご冥福を心からお祈り申し
上げます。(9月受付分まで）
社会福祉協議会へ
○　黒木　　登　様　(西山田)
故　黒木　義治　様　39歳
○　尾形　嘉彦　様　(北九州市)
故　尾形　眞瑩　様　91歳
○　丸山　一親　様　(公園通り中)
故　丸山　米子　様　93歳
○　伊豆丸民子　様　(東松原)
故　伊豆丸　守　様　78歳
○　田浦多美代　様　(東高陽)
故　田添　謙藏　様　90歳
○　松本　英敏　様　(原)

故　泉谷　義子　様　88歳
○　陣内ヨシ子　様　(東松原)
故　陣内　諄和　様　78歳
○　池田　英男　様　(三吉)
故　池田　幸子　様　81歳
○　安部　　訓　様　(戸切白谷)
故　安部　鶴一　様　98歳
○　山脇　良伸　様　(旭南)
故　山脇　和子　様　80歳
○　後藤　朱實　様　(南高陽)
故　志賀ミツ子　様　89歳
○　廣渡　敦子　様　(新松原)
故　廣渡　秀明　様　66歳
○　門司　　開　様　(京都府)
故　門司アサノ　様　96歳
○　安部　笑子　様　(吉木)

故　安部　信雄　様　80歳
○　刀根　弘喜　様　(水巻町)
故　刀根　清子　様　81歳
○　倉地　房子　様　(南高陽)
故　倉地　観八　様　82歳
○　神谷　且広　様　(北九州市)
故　神谷　利彦　様　83歳
○　 田　弘江　様　(吉木)
故　 田　武彦　様　70歳
○　石田　照子　様　(海老津)
故　石田　志津子　様　61歳
老人クラブへ
○　松本　英敏　様
○　刀根　弘喜　様
○　陣内ヨシ子　様

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

11
月
９
日
(金)
午
後
６
時

30
分
〜
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

李
陽
雨(

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ)※
入
場
無
料

チ
ェ
コ
少
年
合
唱
団「
ボ
ニ
・
プ
エ

リ
」ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

12
月
４
日
(火)
午
後
７
時

と
こ
ろ

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
※
指

定
席

入
場
料

三
千
五
百
円
※
当
日
四

千
円

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座

新
規
入
会
者
は
入
会
金
が
必
要

で
す
。

【
茶
道(

表
千
家)

金
曜
ク
ラ
ス
】

と
　
き

第
１
・
２
・
３
金
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

受
講
料
・
維
持
費

九
千
九
百
円

(

３
か
月
分)

【
茶
道(

表
千
家)

土
曜
ク
ラ
ス
】

と
　
き

第
１
・
２
・
３
土
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

受
講
料
・
維
持
費

九
千
九
百
円

(
３
か
月
分)

【
翠
秀
流
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
】

と
　
き

第
１
・
２
・
３
火
曜
日

午
後
６
〜
７
時

受
講
料
・
維
持
費

九
千
九
百
円

(

３
か
月
分)

【
謡
曲(

観
世
流)

仕
舞
】

と
　
き

第
１
・
２
・
３
火
曜
日

午
前
10
時
40
分
〜
午
後
０
時
10
分

受
講
料
・
維
持
費

一
万
五
千
九

百
円(

３
か
月
分)

【
た
の
し
い
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
】

と
　
き

第
１
・
２
・
３
月
曜
日

午
後
６
時
15
分
〜
９
時
45
分
※
30

分
の
個
人
レ
ッ
ス
ン

受
講
料
・
維
持
費

一
万
五
千
九

百
円(

３
か
月
分)

局
職
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
　
き

11
月
12
日
(月)
〜
18
日
(日)
の
７

日
間
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
※
土

曜
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
電
話

1
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
、
平

日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま

で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
岡
法
務
局
1
０
９

２
‐
７
２
１
‐
９
１
６
６
へ

解
雇
、
賃
金
未
払
い
、
セ
ク
ハ
ラ
、

労
災
な
ど
労
働
問
題
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
予
約
不
要
、
無
料
。

と
き
・
と
こ
ろ

11
月
13
日
(火)
ア
シ
ス

ト
21(

北
九
州
市
小
倉
北
区)

、
16
日
(金)

オ
リ
オ
ン
プ
ラ
ザ(

北
九
州
市
八
幡
西

区)

と
も
に
午
後
３
時
〜
８
時
　
　
　

問
い
合
わ
せ

県
北
九
州
労
働
福
祉
事

務
所
1
５
９
２
‐
３
５
１
６
へ

労
災
年
金
受
給
者
の
介
護
・
生
活
・

年
金
問
題
、
仕
事
の
疲
れ
か
ら
く
る
身

体
や
精
神
の
健
康
問
題
労
災
保
険
の
制

度
上
の
問
題
な
ど
、
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

労
災
年
金
福
祉
協
会
福

岡
労
災
年
金
相
談
所
1
０
９
２
‐
４
７

２
‐
７
１
６
１
へ

土
地
や
家
屋
の
明
け
渡
し
、
金
銭
賃

借
、
交
通
事
故
、
離
婚
、
相
続
、
家
庭

問
題
の
調
整
な
ど
に
裁
判
所
の
民
事
・

家
事
調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

先
着
順
。

と
　
き

11
月
19
日
(月)
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

と
こ
ろ

小
倉
井
筒
屋
新
館(

北
九
州
市

小
倉
北
区)

問
い
合
わ
せ

小
倉
調
停
協
会
1
５
６

１
‐
３
４
３
１
へ

働
く
人
の
な
ん
で
も
労
働
相
談

無
料
調
停
相
談
会

仕
事
中
の
け
が
や
病
気
で

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
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町
の
基
本
健
診
で
、
65
歳
以
上
の
人

に
は「
生
活
機
能
評
価
」と
い
う
項
目
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
生
活
機
能
と
は
、

心
身
の
働
き
だ
け
で
な
く
、
家
事
や
外

出
、
社
会
参
加
の
状
況
な
ど
、
日
常
生

活
の
活
動
状
況
を
全
体
的
に
み
た
状
態

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
と
い
う
問
診
や
、
血
液
検
査
や

医
師
の
診
察
な
ど
を
も
と
に
評
価
し
て

い
ま
す
。

今
年
の
集
団
健
診
の
結
果
か
ら
見
え

て
き
た
こ
と
は
、
噛
む
、
飲
み
込
む
な

ど
と
い
っ
た
口
の
働
き
が
落
ち
て
い
る

人
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
年
の
65
歳
以
上
の
健
診
受
診
者
は

千
三
百
七
十
一
人
で
、
そ
の
う
ち
約

12
・
２
％
の
百
六
十
七
人
が
、
生
活
機

能
が
低
下
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

予
防
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
結
果
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
訳
は
、
口
の
働
き
の
低
下
し

て
い
る
人
の
割
合
が
一
番
多
く
、
次
に

認
知
症
の
予
防
が
必
要
な
人
と
な
っ
て

い
て
、
運
動
機
能
の
低
下
や
う
つ
の
予

防
の
必
要
な
人
が
続
き
、
次
に
低
栄
養

や
閉
じ
こ
も
り
の
予
防
の
必
要
な
人
と

な
っ
て
い
ま
す(

図
１)

。
65
〜
69
歳
と

い
う
比
較
的
若
く
元
気
に
活
動
し
て
い

る
人
が
多
い
年
齢
層
で
も
、
口
の
老
化

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

口
は
、
話
す
・
食
べ
る
・
表
情
を
豊

か
に
す
る
な
ど
、
元
気
で
楽
し
い
生
活

を
送
る
た
め
の
大
切
な
役
割
を
持
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
働
き
が
悪
く
な
る

と
口
臭
が
強
く
な
る
、
食
べ
物
が
お
い

し
く
な
い
、
噛
み
に
く
い
、
飲
み
込
み

に
く
い
と
い
っ
た
こ
と
が
で
て
き
ま

す
。
反
対
に
口
の
働
き
が
よ
く
な
る
と
、

食
べ
物
を
お
い
し
い
と
感
じ
た
り
、
消

化
が
良
く
な
っ
た
り
、
人
と
話
し
た
り

食
事
を
す
る
の
に
抵
抗
が
な
く
な
る
な

ど
と
い
っ
た
効
果
が
あ
り
ま
す
。

毎
日
の
習
慣
と
し
て
、
し
っ
か
り
よ

く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
、
口
の
中
を
き

れ
い
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

毎
食
後
の
歯
み
が
き
や
入
れ
歯
の
手
入

れ
と
同
時
に
、
歯
ブ
ラ
シ
で
舌
や
頬
の

内
側
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
と
効
果
的

で
す
。

ま
た
、
定
期
的
に
歯
科
医
の
健
診
を

受
け
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

口
の
健
康
と
い
っ
て
も
、
虫
歯
や
歯

周
病
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
図
２
に

該
当
す
る
人
は
、
早
い
う
ち
か
ら
の
予

防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
　
山
本
　
実
子

お
口
は
元
気
の
み
な
も
と
で
す

生
活
機
能
評
価
の
結
果

お
口
の
老
化
予
防
の
た
め
に

ヘルシークッキング ～タンドリーチキン～
材料（４人分）
○鶏もも肉280ｇ○塩・コショウ少量○
Ａ＝ヨーグルト120ｇ、ニンニク２ｇ、カ
レー粉少量、おろしショウガ４ｇ、パプリ
カ少量、レモン汁４ｇ○油４ｇ○ニンジン
120ｇ○バター４ｇ○砂糖24ｇ○ブロッコ
リー80ｇ
作り方
①鶏もも肉はすじを取り、身の厚いとこ
ろは開いてから、フォークで穴を開け、
塩・コショウする

②Ａを合わせ、①と一緒にポリ袋に入れ
てよくもむ

③ブロッコリーは小房に分け、熱湯に塩

を加え、色よくゆでる
④ニンジンはシャトーに切って、バター
と砂糖を加えグラッセにする

⑤天板にクッキングシートを敷き、油を
ひいて②を並べ、200度のオーブンに
入れ15分くらい焼く

⑥⑤を食べやすい大きさにカットして、
器に盛り、③と④を添える

一人分の栄養価
エネルギー251kcal、たんぱく質16ｇ、脂
質10.5ｇ、炭水化物12.5ｇ、カルシウム
56ｍｇ、鉄0.6ｍｇ、ビタミンＢ１0.12ｇ、
ビタミンＢ２0.22ｍｇ、ビタミンＣ28ｍ
ｇ、食塩相当量1.1ｇ、食物繊維3.3ｇ

第183回

岡垣町食生活改善推進会（ヘルスメイトの会）

65～69歳 

半年前に比べて固いものが 
食べにくくなりましたか 

お茶や汁物などでむせることが 
ありますか 

口の渇きが気になりますか 

70～74歳 75歳以上 

はい いいえ 

はい いいえ 

はい いいえ 

「はい」が２つ以上ある場合は、口の働きが低下して 
いますので予防が必要です。 

図1　生活機能評価の結果 

図2　基本チェックリスト 
　　（口腔機能該当部分のみ抜粋） 
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▲山田本村の中を通る唐津街道跡

第267回 

ひ
と
昔
前
ま
で
人
通
り
が
賑
や
か
な

大
き
な
道
の
こ
と
を
、「
往
還
」
ま
た
は

「
街
道
」と
言
っ
て
い
た
。

私
た
ち
が
す
む
岡
垣
に
は
、
江
戸
時

代
を
通
じ
て
長
崎
街
道
と
並
ん
で
、
福

岡
藩
内
の
二
大
街
道
の
一
つ
だ
っ
た
唐

津
街
道
が
通
っ
て
い
た
。

こ
の
街
道
は
、
肥
前
唐
津
か
ら
筑
前

若
松
の
間
を
、
福
岡
藩
内
で
は
十
一
の

宿
場

し
ゅ
く
ば（
前
原
・
今
宿
・
姪
浜

め
い
の
は
ま

・
福
岡
・

博
多
・
箱
崎
・
青
柳
・
畦
町

あ
ぜ
ま
ち

・
赤
間
・

芦
屋
・
若
松
）
で
結
ば
れ
、
岡
垣
域
で

は
上
畑
・
海
老
津
・
山
田
・
糠
塚
の
、

各
村
々
の
間
を
東
西
に
縫
っ
て
い
た
。

当
時
は
、
唐
津
街
道
の
こ
と
を「
西
往

還
」
と
言
い
、
長
崎
街
道
は
「
東
往
還
」

ま
た
は
、「
筑
前
六
宿

む
し
ゅ
く

街
道
」と
呼
ん
だ
。

こ
の
唐
津
街
道
の
道
筋
に
は
、
ま
だ

当
時
の
街
道
跡
の
面
影
が
わ
ず
か
に
残

っ
て
い
て
、
そ
れ
は
岡
垣
町
の
貴
重
な

歴
史
的
遺
産
と
言
っ
て
よ
い
。

江
戸
時
代
の
大
名
に
義
務
化
さ
れ
て

い
た
参
勤
交
代
で
、
九
州
の
藩
主
の
多

く
は
そ
の
道
中
を
長
崎
街
道
に
頼
っ
た

が
、
唐
津
藩
・
薩
摩
藩
と
福
岡
藩
の
三

藩
だ
け
は
唐
津
街
道
を
利
用
し
た
。

た
だ
、
こ
の
場
合
は
、
赤
間

あ
か
ま
の

宿
し
ゅ
く
か
ら

先
は
、
木
屋
瀬
宿
に
直
結
す
る
中
筋
往

還
が
利
用
さ
れ
、
岡
垣
を
抜
け
る
大
名

行
列
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

街
道
は
、
百
姓
か
ら
商
人
・
武
士
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
身
分
の
人
た
ち
が
、
旅
人

と
し
て
繁し
げ

く
行
き
交
っ
た
場
所
で
あ
る
。

こ
う
し
た
街
道
の
往お
う

時じ

を
、
か
つ
て
こ

の
地
を
通
っ
た
著
名
な
人
物
の
一
人
で

あ
る
伊
能

い
の
う

忠
敬

た
だ
た
か

の
こ
と
に
触

れ
な
が
ら
当
時
の
様
子
を
偲

ん
で
み
よ
う
。

忠
敬
が
幕
府
の
天
文
方

て
ん
も
ん
か
た

と

し
て
全
国
を
実
測
し
、
十
七

年
間
を
か
け
て
わ
が
国
最
初

の
全
国
地
図
『
大
日
本
沿
海

輿
地
よ

ち

全
図
』を
完
成
さ
せ
た
業

績
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

「
輿
地
」
と
は
、
大
地
の
こ
と

で
あ
る
。

そ
の
第
二
次
九
州
測
量
行
で
、
岡
垣

を
通
っ
た
の
は
、
文
化
一
〇
年（
一
八
一

三
）十
月
五
日
の
こ
と
で
、
忠
敬
が
六
十

九
歳
の
と
き
で
あ
る
。

測
量
隊
の
一
行
は
十
八
人
で
、
前
年

の
七
月
に
は
海
岸
測
量
で
、
芦
屋
か
ら

糠
塚
・
黒
山
・
吉
木
・
手
野
を
経
て
波

津
・
鐘
崎
と
、
足
跡
を
残
し
て
い
る
。

忠
敬
が
記し
る

し
た『
測
量
日
記
』で
、
岡
垣

を
通
過
し
た
経
緯
を
見
て
み
よ
う
。

「
五
日
　
晴
天
、
六
ツ
時
前
後
赤
間

村
出
立
…
（
中
略
）
…
上
畑
村
、
昨
日

打
上
○上
印
よ
り
初
め
、
芦
屋
道
測
る
。

枝
笠
松
、
矢や

矧は
ぎ

川
石
橋
二
間
。
海
老
津

村
、
左
三
十
間
ば
か
り
上
に
祗
園
社
あ

り
、
小
休
百
姓
平
右
衛
門
。
矢
矧
川
土

橋
五
間
、
山
田
村
同
所
、
石
橋
四
間
、

左
三
十
間
ば
か
り
森
中
に
鎮
守
八
幡
の

社
、
祭
神

国
常
立
尊

く
に
の
と
こ
た
ち
の
み
こ
と

…
（
中
略
）

…
糠
塚
村
、
仮
立
場

か
り
た
て
ば

、
右
側
尾
崎
村
…
」

と
あ
る
。
六
ツ
時
は
朝
六
時
で
あ
る
。

○上
印
と
は
、
上
畑
の
入
口
の
測
量
開
始

地
点
を
示
す
棒
杭

ぼ
う
ぐ
い

の
位
置
の
こ
と
。

海
老
津
の
祗
園
社
は
、
現
在
の
区
公

民
館
の
場
所
に
あ
っ
た
が
明
治
維
新
の

際「
一
村
一
社
と
氏
子
制
」が
敷
か
れ
て

廃
さ
れ
、
金
比
羅
山
の
白
峰
神
社
に
合

祀
さ
れ
た
。
百
姓
平
右
衛
門
は
、
海
老

津
村
の
庄
屋
で
あ
ろ
う
。

矢
矧
川
に
架
か
る
橋
が
三
か
所
に
出

て
く
る
が
、
最
初
の
笠
松

か
さ
ま
つ

の
石
橋
は
今

は
な
い
。
枝
は
枝
村
の
こ
と
。
笠
松
は

上
畑
の
赤
鳥
居
近
辺
の
字
名
。

次
の
土
橋
は
海
老
津
駅
真
下
に
あ
る
、

現
在
の
第
二
白
谷
橋
の
場
所
で
あ
る
。

三
番
目
の
石
橋
、
東
山
田
か
ら
山
田

へ
行
く
山
田
道
の
途
中
に
あ
る
橋
。

鎮
守
八
幡
と
あ
る
の
は
、
氏
森
神
社

の
こ
と
で
、
ま
た
立
場
と
は
、
駕
籠
を

停
め
て
休
息
す
る
場
所
の
こ
と
で
あ
る
。

唐
津
街
道
は
、
明
治
に
な
っ
て
仮
定
三

等
国
道
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
、
昭
和

三
年
に
旧
国
道
三
号
線
が
折
尾
〜
海
老

津
間
に
完
成
す
る
ま
で
、
主
要
道
と
し

て
機
能
し
た
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
街
道

が
江
戸
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
の
時
代

ま
で
、
約
三
百
二
十
年
間
近
く
を
岡
垣

の
基
幹
道
路
と
し
て
働
い
て
き
た
こ
と

を
、
私
た
ち
は
こ
の
地
に
あ
る
者
と
し

て
銘
記
し
て
お
き
た
い
。

新
し
い
岡
垣
の
発
見
　
②

伊
能
忠
敬
が
通
っ
た
街
道
の
跡

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会
　
石
井
　
邦
一



戸切、戸切白谷、戸切百合野、上海老津 

波津、内浦、手野、新松原、元松原、吉木、高倉、 
上高倉、西黒山、東黒山、東山田、海老津、 
百合ヶ丘、野間、上畑 

第
1

第
4第

2

第
3水 

木 水 

木 水 

木 
東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 
三吉、三吉団地、吉木、 
高塚、塚原、西黒山、 
東黒山、糠塚、山田 
湯川、波津、原、内浦、 
手野、新松原、元松原、 
海老津、上畑、新海老津 

戸切、戸切白谷、 
戸切百合野、上海老津、 
龍王団地、山田峠 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

○有料シールを貼付してください○粗大ごみは自宅まで取りに行きます 
○出せるごみは「ごみの分け方、出し方」を見てください 
○11月3日（土）のプラスチック製容器包装は休日のため11月7日（水）に回収 
　します 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、 
原、波津、内浦 
糠塚、東黒山、山田、戸切、西山田、高倉、 
上高倉、吉木、高塚、塚原 

月2回 
大型汲取り 
収集地区 

A（1日目） 

B（2日目） 

A（1日目） 

B（2日目） 

月2回 
小型汲取り 
収集地区 

し尿収集日程 

粗大ごみ収集日程 

人頭制（普通式・無臭式）従量制（量による汲取り式） 

月2回汲取り 

○保育料11月分…………………………11月末 
　(延長保育料は10月分) 
○町営住宅家賃11月分…………………11月末 
○国民健康保険税6期分………………11月末 

土日祝日を除く収集日の2日前までに粗大ごみ受付センター1281ー5380へ 
電話で申し込んでください 

１日 

２日 

３日 

４日 

５日 

６日 

７日 

８日 

９日 

10日 

11日 

12日 

13日 

14日 

15日 

16日 

高倉、上高倉、新海老津、野間一 
野間二、野間三、野間四 

湯川、原、波津、内浦 

上畑、上高倉 

新海老津、上海老津、海老津（小局方面） 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

月２回汲取りＢ 

月２回汲取りＡ 

吉木、元松原、東黒山、西黒山 

三吉、吉木 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

戸切、戸切百合野、戸切白谷 

東高陽、東松原、東山田、糠塚、野間 

新海老津、山田、西山田、東山田、 
南山田、茅原、桜台、野間 

○女性のための悩みごと相談 

　 ｢おかがきホ ットライン｣　10:00～17:00 

　1093－561－5737《毎週水曜日》 

○教育電話相談(教育委員会内) 

　1282－4884《毎週月・水・金曜日》 

○心配ごと相談　14:00～16:00 

　16日(金)若潮荘、30日(金)東部公民館 

○法律相談　13:30～16:30 

　9(金)いこいの里 

　※要電話予約1283－2940 

○行政相談　13:30～16:00 

　16(金)、30(金)いこいの里 

○交通事故相談　10:00～16:00 

　5日(月)宗像市役所10940－36－5050 

　14日（水）ハピネスなかま1244－1111

11月の納期 

各　種　相　談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署　1293－1231へ 

吉木(正矢口・古小路方面)、 
塚原Ａ 

三吉団地、三吉 

元松原、西黒山、吉木、高塚 
 

三吉 

三吉 

手野、新松原、三吉団地、三吉 

波津、原、内浦 

野間三(高倉団地、西鉄団地)、 
海老津、吉木、緑ヶ丘 

月２回汲取りＢ 

東黒山、西黒山、糠塚 

高塚、吉木（倉丸方面） 

高倉、吉木（倉丸方面） 

上畑、海老津、高倉、上高倉 

山田、東松原、百合ケ丘、鍋田、 
高陽、東高陽、西高陽、東海老津、 
海老津、新海老津、山田峠、糠塚 

戸切、戸切百合野、戸切白谷、 
上海老津 

大　型　車 小　型　車 

糠塚 

11月 

17日 

18日 

19日 

20日 

21日 

22日 

23日 

24日 

25日 

26日 

27日 

28日 

29日 

30日 

手野、三吉、吉木、新松原、高塚 

高倉、吉木 

戸切、戸切百合野① 

戸切、戸切百合野②、海老津 

人　口…32,333人(－1) 

　　　内170人は外国人 

女　性…16,981人(＋3) 

男　性…15,352人(－4) 

世帯数…12,259世帯(＋3) 

　　内81世帯は外国人世帯 

　　  ※(　　)は前月との比較 

出　生…15人 

死　亡…32人 

転　入…84人 

転　出…67人 

まちの広さ…48.51km2

ひとの動き（9月末） 

人身事故件数（8月） 

救急・火災医療（9月） 

救急
 出場件数 103 

 搬送人員 99 

火災
 出火件数 2 

 り災世帯 1 

 火災の問い合わせ　遠賀郡消防本部10180-999-998

12 

0 

1 

17

（－1） 

（±0） 

（±0） 

（＋1） 

（－5） 

（±0） 

（±0） 

（＋3） 

102 

0 

4 

141

8月（前年比） 累計（前年比） 
事故件数 

死亡者数 

重傷者数 

軽傷者数 

吉木、塚原Ｂ 
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11月の行事予定 11月の行事予定 

いこいの里 

スポーツ大会 

こども未来館 

～５日第31回町民文化祭(岡垣サンリーアイほか)

祝・文化の日 

子育て相談(こども未来館)9:30～11:00  
自由広場(こども未来館)9:30～11:00  
健康相談(東部公民館)10:00～11:30

にこにこクッキング「予約制」(中央公民館)10:00～12:30

２歳児相談(いこいの里)初回＝13:10～13:30受付 
２回目以降＝13:00～13:15受付 

１歳６か月児健診(いこいの里)13::00～13:20受付 

献血(役場)9:00～11:30

にこにこ育児サークル(こども未来館)10:00～11:30  
ポリオ予防接種(いこいの里)13：15～13：45受付 

祝・勤労感謝の日 

４か月児健診(いこいの里)13:00～13:15受付 
７か月児健診(いこいの里)13:15～13:30受付 

ニュージー・ムービー・ナイト(情報プラザ人の駅)19:00～22:00  
献血(東部公民館)9:30～12:00(中央公民館)13:30～16:00

駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー
・・・
11
月
上
旬『
キ
ッ
ズ
・
ふ
れ
あ
い
教
室
作
品
展
』下
旬『
岡
垣
写
真
同
好
会
作
品
展
』 

1日 
 
 

2日 
 
 
 
 
 

3日 
 
 

4日 
 
 
 

9日 
 

10日 
 

11日 
16日 

 
 

18日 
24日 

 
 

25日 

サンリーアイカルチャーフェ
スタ「第４回九北陶芸展」
10:00～17:00 
いちご畑のコンサートスペシ
ャル「2007アクロスレインボ
ーコンサート」18:00 
サンリーアイカルチャーフェ
スタ「第４回九北陶芸展」
10:00～17:00 
サンリーアイカルチャーフェ
スタ「第４回九北陶芸展」
10:00～17:00 
サンリーアイカルチャーフェ
スタ「第４回九北陶芸展」
10:00～16:00 
おはなし会14:30 

いちご畑のコンサート「李陽
雨(フォークソング)」18:30 
おはなし会14:30 
夢追人コンサート14:00 
おはなし会14:30 
いちご畑のコンサート「こど
も未来館(音楽人形劇)」
18:30 
おはなし会14:30 
おはなし会14:30 
いちご塾文化講演会「池田香
代子(作家・翻訳家)」18:45 
おはなし会14:30　 
 

2日 
 

3日 
 

7日 
8日 
 

10日 
 

11日 
 
 
 

16日 
 

17日 
 
 
 
 

18日 
 
 
 

20日 
 

21日 
24日 

 
29日 

ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
イラストクラブ10:30～12:00、
13:00～14:30 
ママの時間10:00～12:00 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
アウトドアクラブ 
　13:00～16:00 
おもしろクラブ 
　10:00～11:00 
おもちゃ病院 
　10:00～15:00 
ベビークラブ 
　10:00～11:30 

音楽ひろば11:00～12:00 
料理クラブ 
　①10:00～②13:30～ 
親子で楽しむおりがみ教室 
　10:00～12:00 
おもしろクラブ 
　10:00～11:00 
フリークライミング 
　13:00～16:00 
妊婦胎教教室 
　10:00～11:30 
ママの時間10:00～12:00 
野外・スポーツクラブ 
　10:00～12:00 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00

3日 
 
 

4日 
 
 
 
 
 

11日 
 
 
 
 
 

16日 
 
 

18日 
 
 
 

23日 
 

24日 
 
 
 
 
 

25日 
 
 

26日 

剣道連盟・岡垣町少年剣道大
会（町民武道館）8:00～
17:00 
少年軟式野球連盟・第２５回
体育大会（町民総合グラウン
ド）7:00～18:00 
バレーボール連盟・教育長杯
ジュニアバレーボール大会（町
民体育館）8:30～19:00 
バスケットボール連盟・秋季
町内対抗大会（岡垣サンリー
アイ）8:00～19:00 
ソフトバレーボール連盟・冬
季大会「第10回連盟会長杯」
（町民体育館）9:00～18:00 
グラウンドゴルフ連盟・秋季
大会（町民総合グラウンド）
9:00～12:00 

バレーボール連盟・混合バレ
ーボール大会「青年後期」（岡
垣サンリーアイ）9:00～
20:00 
弓道連盟・シルバー射会（町
民弓道場）10:00～16:00 
ウォーキング連盟・鱒淵ダム
ウォーキング（小倉南区）
8:30～16:00 
硬式テニス連盟・クラブ内親
善ダブルス大会（町民テニス
コート）8:00～15:00 
卓球連盟・第８回オープン卓
球大会（岡垣サンリーアイ）
8:00～18:00 
ペタンク連盟・秋季ペタンク
交流大会（乳垂荘コート）
9:00～14:00

3日 
10日 
11日 
17日 

18日 
24日 
25日 

冨久美新舞踊（冨久美 あや子） 
新舞踊翼流（翼 しげる） 
舞踊笠西会（笠 ひとみ） 
カラオケ（歌謡教室演歌みち） 

イベント休み 
新舞踊末広会（吹雪 さくら） 
日本舞踊新若峰流（若峰 寿洋） 

ふれあいイベント(12:30～13:30)

おもちゃ図書館日程(13:00～16:00)　10日・24日 

（　 町イベントなど　  健康福祉事業） 

情報プラザ人の駅 
1日 
 

5日 
 

6日 
 

8日 
 
 
 

10日 
 

12日 
 

15日 
 
 
 

17日 
 

19日 
 

22日 
 

24日 
 

29日 

年賀状作成教室① 
　19：00～21：00 
パソコン はじめの一歩① 
　10：00～12：00 
若葉マーク教室 
　10：00～12：00 
パソコン体験室 
　10：00～12：00 
年賀状作成教室② 
　19：00～21：00 
パソコン相談室 
　13：00～16：00 
パソコン はじめの一歩② 
　10：00～12：00 

パソコン体験室 
　10：00～12：00 
年賀状作成教室③ 
　19：00～21：00 
創作工房　人の駅 
　10：00～16：00 
パソコン はじめの一歩③ 
　10：00～12：00 
パソコン体験室 
　10：00～12：00 
パソコン相談室 
　13：00～16：00 
パソコン体験室 
　10：00～12：00

日付 行　事 

1 木 

8 木 

2 金 

9 金 

16金 

30金 

23金 

3 土 

10土 

17土 

7 水 

5 月 

6 火 

15木 

22木 

29木 

14水 

21水 

28水 

13火 

20火 

27火 

4 日 

11日 

18日 

24土 

25日 

12月 

26月 

19月 

※各講座は、事前の申込が必要です。 
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▼
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
取

材
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
た

く
さ
ん
の
人
が
私
に
気
付
い
て

く
れ
て
、「
お
っ
、
竹
森
く
ん
、

元
気
し
と
る
ね
？
」
と
話
し
か

け
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
。
私

は
も
と
も
と
岡
垣
町
出
身
で
は

な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
に
声
を

か
け
て
い
た
だ
け
る
と
、
本
当

に
あ
り
が
た
い
で
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
年
代
の
人
と
知
り
合
う
こ

と
が
で
き
る
こ
の
広
報
業
務
。

私
の
心
の
支
え
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
疑
う
余
地
も
あ
り
ま
せ

ん
。
さ
あ
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
ろ
う
！

(

竹
森)

▼
広
報
を
読
み
返
し
て
い
る

と
、
昨
年
は
９
月
25
日
号
の
編

集
後
記
で
「
秋
物
を
準
備
し
ま

し
た
」
と
書
い
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
ち
ょ
う
ど
１
ヶ
月
、
秋

の
訪
れ
が
遅
い
よ
う
で
す
。
先

日
、
役
場
の
近
く
で
桜
が
咲
い

て
い
ま
し
た
。
最
近
、
何
か
変

で
す
よ
ね
。
地
球
温
暖
化
に
よ

る
異
常
気
象
で
し
ょ
う
か
。
秋

は
、
紅
葉
、
温
泉
、
お
い
し
い

食
べ
物
…
と
、
楽
し
み
が
た
く

さ
ん
。
四
季
を
感
じ
ら
れ
る
喜

び
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

(

波
多
野)

広報おかがきは古紙配合率100％再生紙を使用しています

発
行
／
岡
垣
町
役
場
　
編
集
／
地
域
づ
く
り
課
　
1
0
9
3
(2
8
2
)1
2
1
1

〒
8
1
1
-4
2
3
3
福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
町
野
間
1
丁
目
1
番
1
号
　
　
　
印
刷
／
福
岡
コ
ロ
ニ
ー

編
集
後
記

発
行
／
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／
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間
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丁
目
1
番
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刷
／
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岡
コ
ロ
ニ
ー

10月12日に岡垣サンリーアイで高齢者スポーツ大会が開催されました。町内おおむね60歳以
上の人約750人が紅白に分かれ、ボール運びや風船割り、健康体操などで汗を流しました。

老
人
会
に
入
っ
た
50
代
後
半
か

ら
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
普
段

会
わ
な
い
人
に
会
え
て
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
る
と
こ
ろ
が

魅
力
で
す
。
来
年
米
寿
を
迎
え
る

の
で
元
気
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

大
勢
の
人
と
出
会
う
。
年
に
一
度
の
楽
し
み
で
す
。

頑
張
り
た
い
で
す
。

普
段
の
生
活
で
は
、
毎
日
海
岸

や
山
を
歩
い
た
り
、
適
度
な
休
養

を
取
っ
た
り
し
て
健
康
な
体
づ
く

り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
あ
と
、
好

き
嫌
い
せ
ず
よ
く
噛
ん
で
食
事
を

す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ほ
ん
と
、
元
気
が
一
番
で
す
。

花
田
サ
ワ
子
さ
ん

(

87
歳
・
原
区)

６
年
前
か
ら
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア

イ
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
で
筋
肉

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
ま
し

た
。
今
は
、
毎
日
朝
食
前
の
ス
ト

レ
ッ
チ
も
欠
か
し
て
い
ま
せ
ん
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ペ
タ
ン
ク
、

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
も
し
て
い
ま
す
。

体
を
動
か
す
、
こ
れ
若
さ
を
保
つ
秘
訣
や
ね
。

現
在
妻
と
２
人
暮
ら
し
。
家
事
な

ど
に
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
ま

す
。
体
に
も
い
い
し
、
夫
婦
円
満

に
も
つ
な
が
る
し
ね(

笑)

。

こ
の
大
会
は
退
職
し
て
か
ら
ず

っ
と
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

大
会
運
営
の
お
手
伝
い
と
し
て
、

み
ん
な
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し

た
。

安
部
　
雅
博
さ
ん

(

69
歳
・
緑
ヶ
丘
区)


